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Ⅰ ． 研 究 の 背 景 及 び 目 的  

中 央 教 育 審 議 会 （ 2 0 0 5 ） は 「 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す る た め の

制 度 の 在 り 方 に つ い て （ 答 申 ）」 に お い て 、「 後 期 中 等 教 育 に お

け る 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に 係 る 諸 課 題 に つ い て 、 早 急 な 検 討

が 必 要 で あ る 」 と 高 等 学 校 で の 特 別 支 援 教 育 に つ い て 初 め て

言 及 し た 。2 0 0 7 年 の 学 校 教 育 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、特 別 支 援

教 育 が 本 格 的 に 開 始 さ れ た こ と で 、 高 等 学 校 に お け る 特 別 支

援 教 育 の 動 き も 活 発 化 し て い る 。 同 年 、 文 部 科 学 省 は 、「 高 等

学 校 に お け る 発 達 障 害 支 援 モ デ ル 事 業 」を 開 始 し 、全 国 の 高 校

1 4 校 を モ デ ル 校 に 指 定 し 、 発 達 障 害 の あ る 生 徒 へ の ソ ー シ ャ

ル ス キ ル 指 導 、 授 業 方 法 ・ 教 育 課 程 の 工 夫 、 勤 労 支 援 等 の 実 践

的 な 研 究 を 開 始 し た 。さ ら に 2 0 0 9 年 に は 、特 別 支 援 教 育 の 推 進

に 関 す る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 の 高 等 学 校 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー

プ に よ り「 高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に つ い て 」の

報 告 が 行 わ れ 、 高 等 学 校 で 行 う べ き 構 内 支 援 体 制 の 構 築 や 指

導 支 援 に つ い て の 内 容 の 整 理 が 試 み ら れ た 。 そ れ か ら ５ 年 程

が 経 過 し 、「 高 校 教 育 の 質 の 確 保 ・ 向 上 に 向 け て 」 の 審 議 ま と

め 案 が 提 出 さ れ 、 高 等 学 校 に お け る 「 特 別 な 教 育 課 程 」 の 編 成

や 通 級 に よ る 指 導 の 設 置 等 に つ い て 検 討 を 行 う こ と に 言 及 さ

れ 現 在 に 至 っ て い る 。 し か し な が ら 、 2 0 1 5 年 3 月 の 文 科 省 「 平
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成 2 6 年 度 特 別 支 援 教 育 体 制 整 備 状 況 調 査 結 果 に つ い て 」 で は 、

公 立 高 等 学 校 に お い て は 、「 校 内 委 員 会 の 設 置 」、「 実 態 把 握 」、

「 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 指 名 」 と い っ た 基 礎 的 な

支 援 体 制 は 、 着 実 に 進 み つ つ あ る が 、 小 ・ 中 学 校 に 比 べ 、 幼 稚

園 ・ 高 等 学 校 に お け る 体 制 整 備 は 依 然 と し て 課 題 で あ る こ と

を 指 摘 し て い る 。こ の よ う に 、高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育

に つ い て は 、障 害 の あ る 生 徒 た ち へ の 教 育 の 在 り 方 も 含 め 、今

な お 検 討 が 続 い て い る 段 階 に あ る 。ま た 、文 部 科 学 省 に お け る

諸 施 策 は 、 主 に 発 達 障 害 の あ る 生 徒 を 中 心 に 支 援 や 課 題 の 検

討 が 行 わ れ て お り 、 今 後 は そ の 他 の 障 害 の あ る 生 徒 に つ い て

も 対 応 が 求 め ら れ る 。    

前 述 の 学 校 教 育 法 等 の 一 部 改 正 に よ り 、小 ・ 中 学 校 等 に お い

て も 、 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す る こ と が 法 律 上 明 確 に 規 定 さ れ 、

肢 体 不 自 由 児 の 教 育 の 場 は 普 通 教 育 に も 広 が り を み せ 始 め て

い る 。 2 0 0 6 年 の 「 身 体 障 害 児 ・ 者 実 態 調 査 」 か ら 、 高 等 学 校 段

階 に 相 当 す る 肢 体 不 自 由 児 は お よ そ 1 万 2 0 0 0 人 で あ る こ と が

推 計 さ れ て い る が 、公 的 に 高 等 学 校 の 在 籍 者 数 に つ い て は 、公

表 さ れ て い な い 。 川 間 （ 1 9 9 6 ） は 、 運 動 障 害 が 軽 度 の 肢 体 不 自

由 児 が 通 常 学 級 に 在 籍 す る こ と が 一 般 化 し つ つ あ る こ と を 指

摘 し 、 下 山 ・ 岡 田 ・ 石 山 （ 2 0 1 1 ） は 、 今 後 の 肢 体 不 自 由 児 へ の

教 育 的 ・ 心 理 的 な 支 援 は 、 特 別 支 援 学 校 だ け で な く 、 小 ・ 中 学

校 等 に お い て も 今 後 ま す ま す 必 要 と さ れ る と し て い る 。 白 石

（ 2 0 0 3 ）で は 、両 下 肢 障 害 生 徒 が 高 等 学 校 へ 入 学 で き な い 原 因

を 初 等 教 育 学 校 ・ 後 期 中 等 教 育 学 校 の 学 校 生 活 の 分 析 か ら 明

ら か に し て い る 。そ こ で は 、高 等 学 校 へ の 入 学 希 望 を 持 っ て い

る が 、実 際 に 高 等 学 校 に 入 学 す る こ と を 少 な く 、そ の 原 因 と し

て 、 学 校 施 設 や 教 員 の 身 体 障 害 に 対 す る 理 解 不 足 等 の 生 徒 を

取 り 巻 く 環 境 に あ る こ と を 指 摘 し て い る 。ま た 、松 浦 ら（ 2 0 0 8 ）

は 、 筑 波 大 学 附 属 桐 が 丘 特 別 支 援 学 校 高 等 部 が 通 常 の 高 等 学

校 に 在 籍 す る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 学 習 支 援 を 行 っ た 事 例

を 報 告 し て お り 、 肢 体 不 自 由 児 に 対 す る 教 育 と し て 蓄 積 し て

き た 各 教 科 の 指 導 方 法 ，「 見 え に く さ 」，「 捉 え に く さ 」 に 関 す

る 手 だ て や Ｐ Ｃ の 入 力 へ の 手 だ て が ， 高 等 学 校 の 学 習 場 面 に

お い て も 効 果 的 で あ る こ と を 確 認 し て い る 。一 方 で 、高 等 学 校
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に 在 籍 す る 肢 体 不 自 由 生 徒 の 教 育 支 援 等 に 関 す る 研 究 の 不 足

も 指 摘 さ れ て お り 、 下 中 村 ら （ 2 0 1 4 ） も 、 高 等 学 校 で 学 ぶ 発 達

障 害 以 外 の 障 害 の あ る 生 徒 に 関 す る 研 究 ・ 実 践 の 少 な さ を 指

摘 し て い る 。 ま た 、 前 述 の 高 等 学 校 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ の 報

告 で は 、高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 推 進 に お い て 、障 害 の

あ る 生 徒 の 指 導 ・ 支 援 の た め の 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 教 育 委

員 会 の 役 割 の 重 要 性 を 述 べ て い る が 、 高 等 学 校 に 在 籍 す る 肢

体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 教 育 ・ 支 援 に つ い て 各 教 育 委 員 会 が 取

り 組 む 体 制 整 備 の 報 告 は こ れ ま で な さ れ て い な い 。 そ こ で 本

研 究 で は 、都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 教 育 委 員 会 に 対 し て 質 問 紙

調 査 を 実 施 し 、 高 等 学 校 に 在 籍 す る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の

在 籍 状 況 、 高 校 進 学 ・ 学 校 生 活 の た め の 体 制 整 備 、 施 策 、 支 援

等 の 実 態 等 の 基 本 情 報 を 把 握 す る と と も に 、 現 状 に お け る 課

題 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

Ⅱ ． 方 法  

１ ． 対 象  

6 6 教 育 委 員 会（ 4 7 都 道 府 県 、 1 9 政 令 指 定 都 市 、相 模 原 市 教 育

委 員 会 を 除 く ） を 対 象 と し た 。  

２ ． 実 施 方 法  

都 道 府 県 及 び 政 令 指 定 都 市 の 教 育 委 員 会 特 別 支 援 教 育 主 管

課 長 宛 に 調 査 票 を 郵 送 し 、返 信 用 封 筒 に て 返 送 を 依 頼 し た 。調

査 票 の 回 答 に あ た り 、 項 目 に よ っ て 担 当 部 署 が 異 な る こ と が

予 想 さ れ た た め 、必 要 に 応 じ て 各 部 署 に 回 付 ・ 問 い 合 わ せ い た

だ き 回 答 を 取 り ま と め て い た だ く こ と も あ わ せ て 依 頼 し た 。

な お 、 本 調 査 は 平 成 2 7  年 3 月 時 点 で の 状 況 に つ い て の 回 答 を

求 め た 。  

３ ． 調 査 期 間  

平 成 2 7 年 3 月 6 日 に 発 送 を 行 い 、 4 月 3 日 締 め 切 り と し た 。  

４ ． 調 査 項 目  

笹 森 ら （ 2 0 1 4 ） の 「 高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に

関 す る 実 態 調 査 」、 文 部 科 学 省 （ 2 0 1 1 ）「 肢 体 不 自 由 に 関 す る 学

校 に お け る 配 慮 事 項 に つ い て 」 を 参 考 と し て 質 問 項 目 を 設 定

し た 。 調 査 項 目 は 、 ① 管 下 の 高 等 学 校 数 （ 公 立 ・ 私 立 の 全 日 、
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定 時 、 通 信 ）、 ② 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 在 籍 状 況 、 ③ 高 等 学

校 の 施 設 の バ リ ア フ リ ー 設 備 整 備 状 況 、④ 教 育 委 員 会 ・ 教 育 セ

ン タ ー が 行 っ て い る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 特 別 支 援 教 育

の 推 進 の た め の 取 組 （ 教 員 研 修 、 支 援 員 の 配 置 な ど ）、 ⑤ 肢 体

不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 入 学 者 選 抜 に お け る 配 慮 等 、 ⑥ 定 時 制 、

通 信 制 高 等 学 校 で の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 取 組 、 ⑦ 私 立

高 等 学 校 に お け る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 対 象 と し た 取 組 、

⑧ 高 等 学 校 に お け る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 指 導 ・ 支 援 に

関 す る 課 題 、 つ い て で あ る 。 ⑧ に つ い て は 、 記 述 形 式 で 回 答 を

求 め た 。  

 ５ ． 倫 理 的 配 慮  

 質 問 紙 調 査 に あ た り 、 回 答 者 名 、 担 当 部 署 等 の 個 人 ・ 教 育 委

員 会 が 特 定 さ れ る 可 能 性 の あ る 情 報 は 一 切 公 表 し な い こ と と

し た 。 ま た 、 参 加 は 自 由 意 思 で あ り 、 い つ 調 査 を 撤 回 し て も い

か な る 不 利 益 も 生 じ な い こ と 、 回 答 し た く な い 項 目 が あ れ ば

無 理 に 回 答 す る 必 要 の な い こ と を 依 頼 文 書 及 び 質 問 紙 調 査 票

の 表 紙 に 明 記 し た 上 で 調 査 を 実 施 し た 。な お 本 調 査 は 、東 京 学

芸 大 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 実 施 し た 。  

 

Ⅲ ． 結 果  

調 査 票 を 送 付 し た 6 6 教 育 委 員 会 の う ち 、 5 4 教 育 委 員 会 か ら

回 答 が あ っ た （ 回 収 率 8 2 % ）。  

１ ． 各 自 治 体 に お け る 高 等 学 校 の 本 校 数  

 回 答 の あ っ た 各 教 育 委 員 会 が 所 管 す る 公 立 ・ 私 立 の 高 等 学

校 の 本 校 の 数 （ 平 成 2 7 年 3 月 現 在 ） は 、「 全 日 制 」 で は 、 公 立 校

が 2 8 0 9 校 、 私 立 校 が 6 4 0 校 、「 定 時 制 」 で は 、 公 立 校 が 3 9 3 校 、

私 立 校 が 2 校 、「 通 信 制 」 で は 、 公 立 校 5 5 校 、 私 立 校 7 4 校 で あ っ

た （ T a b l e 1 参 照 ）。  

Table1.　高等学校の本校数（平成27年3月現在）

公立（校） 私立（校）

全日制 2,809 640

定時制  393   2

通信制   55  74

合計 3,257 716
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２ ． 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 在 籍 者 数  

 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 在 籍 者 数 （ 平 成 2 7 年 3 月 現 在 把 握 し

て い る 人 数 ） は 、「 全 日 制 」 で は 、 3 2 5 名 で 、 公 立 校 2 1 4 校 、 私

立 校 1 7 校 で あ っ た 。「 定 時 制 」 で は 、 4 2 名 で 、 公 立 校 3 2 校 、 私

立 校 0 校 で あ っ た 。「 通 信 制 」 で は 、 1 8 名 で 、 公 立 校 5 校 、 私 立

校 1 校 で あ っ た 。（ T a b l e 2 参 照 ）。  

  

３ ． バ リ ア フ リ ー 整 備 状 況 に つ い て  

（ １ ） バ リ ア フ リ ー 整 備 を 必 要 と す る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒

の 在 籍 と 具 体 的 な バ リ ア フ リ ー 設 備 の 整 備 状 況  

 何 ら か の バ リ ア フ リ ー 整 備 を 必 要 と す る 肢 体 不 自 由 の あ る

生 徒 が 在 籍 し て い る と 回 答 が あ っ た 教 育 委 員 会 が 、 3 8 教 育 委

員 会 （ 7 0 ％ ）、 在 籍 し て い な い と 回 答 が あ っ た 教 育 委 員 会 は 、

6 教 育 委 員 会（ 1 1 ％ ）、無 回 答 が 1 0 教 育 委 員 会（ 1 9 ％ ）で あ っ た 。  

 ス ロ ー プ 等 、 障 害 者 用 ト イ レ 、 エ レ ベ ー タ ー 、 階 段 昇 降 機 、

階 段 手 す り の 5 項 目 の バ リ ア フ リ ー 設 備 に お い て の 整 備 状 況 、

ま た 、 整 備 が 行 わ れ た 学 校 数 （ 公 立 ・ 私 立 ） と そ の 割 合 を 示 し

た 。 最 も 整 備 が 行 わ れ て い た の が 、 障 害 者 用 ト イ レ で あ り 、 4 5

教 育 委 員 会 （ 8 3 ％ ） で あ っ た 。 学 校 数 で み て も 、 公 立 1 1 6 7 校

（ 3 6 ％ ）、 私 立 9 7 校 （ 1 4 ％ ） で 整 備 が 行 わ れ て い た 。 次 い で 、

エ レ ベ ー タ ー と ス ロ ー プ 等 で 4 2 教 育 委 員 会（ 7 8 ％ ）が 整 備 を 実

施 し て い た 。 学 校 数 で み る と 、 エ レ ベ ー タ ー に お い て は 、 公 立

4 8 4 校 （ 1 5 ％ ） で あ り 、 障 害 者 用 ト イ レ 、 ス ロ ー プ の 設 置 と 比

較 す る と ３ 分 の １ 程 度 の 学 校 が 整 備 さ れ て い る と い う 状 況 で

あ っ た 。 そ し て 、 最 も 未 整 備 で あ っ た の が 、 階 段 昇 降 機 で 2 5 教

育 委 員 会 （ 4 6 ％ ） で あ っ た 。 私 立 に つ い て は 無 回 答 や 把 握 し て

Table2.　肢体不自由のある生徒の在籍する学校数および在籍者数（平成27年3月現在）

肢体不自由のある生徒 肢体不自由生徒の在籍する高校数

の在籍者数（名）
公立（校数） 私立（校数） 合計（校数）

全日制 325   214   17   231

定時制 42   32   0   32

通信制 18   5   1   6

合計 385   251 　18   269
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い な い と い う 教 育 委 員 会 が 多 く 、 十 分 に 実 態 を 把 握 す る こ と

が で き な か っ た （ T a b l e 3 参 照 ）。  

 

（ ２ ） 今 後 の バ リ ア フ リ ー 設 備 の 整 備 予 定  

 今 後 、所 管 す る 高 等 学 校 に お い て 、バ リ ア フ リ ー 設 備 の 整 備

を 予 定 し て い る 教 育 委 員 会 が 、 2 4 教 育 委 員 会 （ 5 6 ％ ） で 、 整 備

を 予 定 し て い な い 教 育 委 員 会 が 1 9 教 育 委 員 会（ 4 4 ％ ）で あ っ た

（ F i g . 1 参 照 ）。整 備 を 予 定 し て い な い と 回 答 の あ っ た 1 9 教 育 委

員 会 に そ の 理 由 に つ い て 回 答 を 求 め た と こ ろ 、 現 在 利 用 し て

い る 障 害 の あ る 生 徒 等 に と っ て 支 障 を き た し て い な い た め と

い う 理 由 が 1 3 件 （ 4 2 ％ ） で 最 も 多 か っ た 。 そ の 他 の 理 由 で は 、  

4 教 育 委 員 会 が 必 要 に 応 じ て 対 応 す る 、  ３ 教 育 委 員 会 が す で

に 整 備 を 行 っ て い る た め 必 要 は な い と い う 回 答 で あ っ た 。

（ F i g . 2 参 照 ）。  

 

 

 

 

               Table3.　各バリアフリー設備に対する項目回答・学校数および整備率

整備を実施した

  項　目 教育委員会（％） 　 公立校数 （整備率％） 　 私立校数 （整備率％）

障害者用等トイレ 45（83%） 1,167 　　（36%） 101 　　（14%）

　エレベーター 42（78%） 484 　　（15%） 64 　　（9%）

　スロープ等 42（78%） 1,139 　　（35%） 76 　　（11%）

　階段手すり 40（74%） 923 　　（28%） 30 　　（4%）

　階段昇降機 25（46%） 81 　　（3%） 1 　　（0%）

＊整備率は,Table1の高等学校の本校数に対するものである.
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４ ． 肢 体 不 自 由 教 育 等 に 関 す る 教 員 研 修 の 実 施 状 況  

（ １ ） 研 修 の 対 象 に つ い て  

教 育 委 員 会 ・ 教 員 セ ン タ ー が 行 っ て い る 肢 体 不 自 由 教 育 等

に 関 す る 教 員 研 修 の 対 象 に つ い て F i g . 3 に 示 し た 。 特 別 支 援 教

育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 対 象 と し た も の が 4 6 件（ 8 5 ％ ）と 最 も 多

く 、 管 理 職 を 対 象 と し た 研 修 3 9 件 （ 7 2 ％ ）、 全 教 職 員 を 対 象 と

し た 研 修 3 3 件 （ 6 1 % ） と 続 い た 。 そ の 他 の 回 答 で は 、 初 任 者 研

修 、 1 0 年 目 研 修 等 、 経 験 年 数 に よ る と い う 意 見 や 教 務 主 任 、 生

徒 指 導 主 事 等 を 対 象 と す る と い う 回 答 が 得 ら れ た 。  

 

（ ２ ） 研 修 の 講 師  

 研 修 の 講 師 に つ い て は 、最 も 多 か っ た の が 、管 轄 す る 教 育 委

員 会 の 指 導 主 事 4 6 件 （ 8 5 % ） で 、 次 い で 大 学 教 員 、 専 門 機 関 の

職 員 等 で 4 4 件 （ 8 2 % ） で あ っ た 。 そ の 他 で は 少 数 だ が 、 福 祉 や

労 働 関 係 者 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と い っ た 回 答 が み ら れ た

（ F i g . 4 参 照 ）。  
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（ ３ ） 研 修 の 内 容 に つ い て  

 研 修 内 容 に つ い て は 1 3 6  件 の 回 答 が あ り 、内 訳 は 、特 別 支 援

教 育 の 基 礎 的 知 識 が 5 0 件 と 最 も 多 く 、 ９ 割 近 く の 教 育 委 員 会

が 研 修 内 容 と し て 扱 っ て い た 。ま た 、発 達 障 害 に 関 す る 基 礎 的

知 識 に つ い て も 4 7  件 （ 8 7 % ） で 回 答 は こ の ２ つ に 集 中 し て い

た 。 肢 体 不 自 由 に 関 す る 基 礎 的 知 識 や 支 援 の た め の 研 修 と い

っ た 肢 体 不 自 由 に 関 連 し た 研 修 内 容 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ こ

れ ら の 項 目 の 半 数 程 で あ っ た 。ま た 、特 に 高 等 学 校 に 在 籍 し て

い た 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 事 例 検 討 は 、 各 教 育 委 員 会 に お

い て ほ と ん ど 行 わ れ て い な い こ と が 示 さ れ て い た 。 そ の 他 で

は 、 就 労 関 係 や 福 祉 制 度 に 関 す る 研 修 や 自 立 活 動 に つ い て の

指 導 と い う 回 答 が み ら れ た （ F i g . 5 参 照 ）。  

 

５ ． 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 配 置 さ れ る 特 別 支 援 教 育 支 援

員 等 に つ い て  

（ １ ） 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 配 置 し て い る 特 別 支 援 教 育 支

援 員 の 配 置 状 況 と 学 校 数  

肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 特 別 支 援 教 育 支 援 員 を 配 置 し て い

る の は 、 2 2 教 育 委 員 会 （ 4 1 % ） で あ っ た 。 配 置 し て い る 特 別 支
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援 教 育 支 援 員 の 人 数 と 学 校 数 を た ず ね た と こ ろ 、 配 置 し て い

る 人 数 は 1 9 6 人 で 、 配 置 し て い る 学 校 数 は 公 立 1 3 8 校 で あ っ た 。

支 援 員 の 状 況 に つ い て は F i g . 6 の 通 り で 、 特 に 専 門 性 を 問 わ ず

配 置 さ れ て い る の が 1 3 4 人 と 最 も 多 か っ た 。  

 

（ ２ ） 特 別 支 援 教 育 支 援 員 以 外 に 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 配

置 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア 等 の 状 況 と 人 数  

5 教 育 委 員 会 （ 9 % ） が 特 別 支 援 教 育 支 援 員 等 以 外 に ボ ラ ン テ

ィ ア を 配 置 し て い た 。全 体 で 6 2 名 配 置 さ れ て お り 、最 も 多 か っ

た の が 特 別 支 援 教 育 支 援 員 と 同 様 に 、 特 に 専 門 性 を 問 わ ず 配

置 さ れ て い る も の が 4 8 名 、次 い で 大 学 院 生 ・ 大 学 生 1 4 名 と い う

回 答 で あ っ た （ F i g . 7 参 照 ）。  

 

６ ． 平 成 2 7 年 度 高 等 学 校 入 学 者 選 抜 に お け る 肢 体 不 自 由 の

あ る 生 徒 へ の 配 慮 事 例 と 具 体 的 な 内 容  
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F i g . 8 に 、 平 成 2 7 年 度 高 等 学 校 入 学 者 選 抜 に お け る 実 際 に 行

わ れ た 配 慮 事 例 の 有 無 を 示 し た 。「 行 っ て い る 」 と 回 答 し た の

は 3 0 教 育 委 員 会 （ 5 6 ％ ） で 、「 行 っ て い な い 」 と 回 答 し た の が

1 5 教 育 委 員 会 （ 2 8 ％ ） で あ っ た 。 具 体 的 な 配 慮 の 内 容 に つ い て

は 、 T a b l e 4 に 示 し た 。 物 理 的 ・ 人 的 な 環 境 面 の 調 整 に 関 す る 支

援 項 目 が 多 く み ら れ た 。  

 

 

７ ．定 時 制 、通 信 制 高 等 学 校 で の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の

取 組  

肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 進 学 ・ 学 校 生 活 に お い て 、定 時 制 課

程 の あ る 高 等 学 校 へ の 支 援 ・ 指 導 に お け る 取 組 に つ い て た ず

ね た と こ ろ 、「 行 っ て い る 」 と 回 答 し た の は 1 5 教 育 委 員 会 で 、

２ 割 程 で あ っ た 。一 方 で 、通 信 制 課 程 の あ る 高 等 学 校 へ の 取 組

に つ い て は 、「 行 っ て い る 」と 回 答 し た の が ８ 教 育 委 員 会（ 9 ％ ）

     Table4.　　平成27年高等学校入学者選抜における肢体不自由のある生徒への配慮内容

・別室受検〔10〕

・受験教室の配置（トイレに近い、一階での試験実施など）〔5〕

・座席位置の配慮〔5〕

・机・椅子の持ち込み・用意〔3〕

・エレベーターの使用〔5〕

・車椅子の持ち込み・使用〔2〕

・松葉杖の持ち込み・使用〔2〕

・歩行器の持ち込み・使用

・介助者の配置〔7〕

・介助者による代筆〔2〕

・介助者による面接の通訳

・移動支援〔3〕

・時間延長〔7〕

・拡大用紙〔2〕

・解答用紙の固定〔3〕

・病院内受験〔2〕

・公表できない〔3〕

　　　　　　　　〔 〕内の数字は回答のあった教育委員会数

物理的環境の調整

人的環境の調整

その他
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と 定 時 制 よ り も さ ら に 少 な く な り 、 ほ と ん ど の 自 治 体 で 取 組

が 行 わ れ て い な い と い う 結 果 で あ っ た （ F i g . 9 参 照 ）。 そ れ ぞ れ

の 課 程 で の 具 体 的 な 支 援 や 対 応 に つ い て は 、 T a b l e 5 に ま と め

た 。定 時 制 、通 信 制 と も に 支 援 員 や ボ ラ ン テ ィ ア と い っ た ＜ 人

的 配 置 ＞ が 行 わ れ 、 そ の 他 に は 巡 回 相 談 の 利 用 と い う 回 答 も

み ら れ た 。  

 

 

８ ． 私 立 の 高 等 学 校 を 対 象 と し た 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ

の 取 組  

　　　　　　　　　　　Table5.　定時制・通信制課程のある高等学校への重点的な支援の取組

＜人的配置＞

・支援員の配置〔4〕

・スクールカウンセラーの配置〔2〕

・ボランティアの配置

・体育の授業時に非常勤講師を配置

・定時制、通信制、肢体不自由に限定していませんが、スクールソーシャルワー

カーを配置・派遣、教育相談専門員を配置している。

・すべての学校を対象としていないが、国委託の事業を活用し、指定校に合理

的配慮協力員を配置し、肢体不自由のある生徒を含めた障害のある生徒の合

理的配慮について事例研究、他校への紹介をしている。

＜その他＞

・巡回相談の利用〔3〕

・一部の授業（情報、家庭、体育、音楽等）で配慮をしている

・授業時、移動時等の介助

・エレベーターの設置

・全日制と同様の対応〔3〕

・対象者がいない〔2〕

＜人的配置＞

・支援員の配置〔3〕

・学校生活における日常の生活の指導面で配慮する必要がある生徒に対して

非常勤介助員を配置。

・ボランティアの活用

＜その他＞

・巡回相談の利用〔3〕

・エレベーターの設置

・全日制と同様の対応

・対象者がいない〔2〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 〕内の数字は回答のあった教育委員会数

定時制課程

通信制課程
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 各 自 治 体 に お い て 、教 育 委 員 会 ・ 教 育 セ ン タ ー が 主 催 す る 肢

体 不 自 由 に 関 す る 教 員 研 修 、 教 育 委 員 会 が 派 遣 す る 専 門 家 チ

ー ム に よ る 巡 回 相 談 、 特 別 支 援 学 校 の セ ン タ ー 的 機 能 の 活 用

の 3 項 目 で 私 立 の 高 校 学 校 も 対 象 と し て い る か ど う か に つ い

て 回 答 を 求 め た 。最 も 多 く 対 象 と し て い た の が 、特 別 支 援 学 校

の セ ン タ ー 的 機 能 の 活 用 で あ り 、 ４ 割 程 度 の 教 育 委 員 会 が 私

立 の 高 等 学 校 も 対 象 と し て い た 。 専 門 家 チ ー ム に よ る 巡 回 相

談 の 活 用 に つ い て は 、 2 割 強 と 十 分 に 活 用 さ れ て い な い 状 況 に

あ っ た （ F i g . 1 0 参 照 ）。 ま た 、 そ の 他 に 「 事 業 の 成 果 発 表 会 等

も 案 内 を 行 い 参 加 で き る よ う に し て い る 」等 、研 修 参 加 を で き

る よ う に し て い た の が ３ 教 育 委 員 会 、「 私 立 の 高 等 学 校 の 相 談

に は 、特 別 支 援 教 育 セ ン タ ー が 対 応 し て い る 」が １ 教 育 委 員 会 、

「 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の た め の 介 助 員 雇 用 の 際 の 補 助 金 制

度 」 が １ 教 育 委 員 会 、 ５ 教 育 委 員 会 が 「 把 握 し て い な い 」、 ３

教 育 委 員 会 が 「 特 に な し 」、 4 1 教 育 委 員 会 が 無 回 答 で あ り 、 全

体 的 に み る と ほ と ん ど 取 組 が 行 わ れ て い な い 結 果 で あ っ た 。  

 

 ９ ． 高 等 学 校 に お け る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 指 導 ・ 支 援

に 関 す る 課 題  

 各 都 道 府 県 お よ び 政 令 指 定 都 市 の 教 育 委 員 会 の 高 等 学 校 に

お け る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 へ の 指 導 ・ 支 援 に 関 す る 課 題 に

つ い て の 自 由 記 述 回 答 を K J 法 に 準 じ た 内 容 分 析 を 行 っ た 。 そ

の 結 果 、＜ 学 校 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 の 推 進 ＞ 、＜ 支 援 員 の 人
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材 確 保 ・ 予 算 ＞ 、 ＜ 情 報 の 引 継 ぎ ・ 共 有 ＞ 、 ＜ 入 学 試 験 合 格 後

の 対 応 ・ 整 備 に よ る 遅 れ ＞ 、＜ 合 理 的 配 慮 の 充 実 ＞ 等 に 関 す る

課 題 が 挙 げ ら れ て い た （ T a b l e 6 参 照 ）。  

 

Ⅳ ． 考 察  

高 等 学 校 に 3 8 5 名 の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 が 在 籍 し て お り 、

そ の 多 く が 公 立 の 高 等 学 校 に 進 学 し て い た 。し か し な が ら 、人

数 の 公 表 を 拒 否 、 あ る い は 在 籍 状 況 自 体 を 把 握 し て い な い 教

育 委 員 会 も み ら れ 、 調 査 結 果 の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 在 籍

者 数 が 実 態 を 十 分 に 把 握 し て い る と は い え な い 。 特 に 私 立 高

校 に つ い て は 、各 校 任 せ の 対 応 に な っ て お り 、教 育 委 員 会 で は

実 態 把 握 の 不 十 分 さ が 浮 き 彫 り と な っ た 。 日 本 学 生 支 援 機 構

に よ る 「 平 成 2 6 年 度 障 害 の あ る 学 生 の 修 学 支 援 に 関 す る 実 態

調 査 に よ れ ば 、 大 学 、 短 期 大 学 、 高 等 専 門 学 校 に は 、 2 , 5 3 4 名

の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 が 在 籍 し て い る こ と が 報 告 さ れ て い

る 。こ の こ と か ら も 、実 際 に は 明 ら か と な っ た 数 字 よ り も 多 く

　　　　　　     　     　　　　　Table6.　 高等学校における肢体不自由のある生徒への指導・支援に関する課題の内容

・入学してくる生徒は多くないため、設備については入学者の状況で整備している。

・入学者選抜の段階で配慮申請のあった生徒を中心に、入学後も各高校と県教育委員会とで継

続的に情報交換をし、必要に応じて特別支援教育支援員等の配置や施設・設備面の整備等を

行っているが、特に施設のバリアフリー化については、設置の遅れや予算上対応できないケース

がある。各高校はそれぞれの環境の中で、対象生徒に対し、学校生活が充実できるようできるだ

けの工夫や配慮をしていると認識している。

・バリアフリー設備の整備

・介助員の募集、採用は配置校が行っているが、募集をしても応募がないケースが多く、適任者

を見つけるのが困難な場合がある。募集、採用に関して、中・長期的な見通しをたて、対策を講

じる必要性を感じている。

・県立高等学校に在籍する肢体不自由のある生徒への介助員配置について、平成２６年度から

県の事業として予算化している。今後、ますますニーズが増えることが予測されるため、更なる予

算措置、施設設備の整備等が必要になるため、関係課との連携が必要である。

・予算に限りがあるため積極的に広報することは困難。また、雇用条件等の制約もあり、介助員

の人材確保がうまくいかない事例もあり、課題となっている。

・支援内容の確実な引継ぎ。

・情報共有のむずかしさ、指導の一貫性をどう保つか。

・特別な支援を必要とする新入生への対応を年度初めから行うことが困難である。（入試後に合

格者が決定して初めて当該生徒が入学することがわかるため予算措置が難しいため。）

・施設の改修などを要する場合、少なくとも２年間の準備期間が必要であり、中学３年生になって

からの情報提供では、間に合わない。早期からの情報収集が課題となっている。

・発達障害の生徒への対応が主となってしまい、施設の整備のハード面の対応には努めている

が、指導・支援に関するソフト面の合理的配慮について、ニーズの把握が課題である。

・基礎環境整備と合理的配慮の充実。本人の自立と社会参加に向けた意識の醸成。

・肢体不自由のある生徒が入学する際には、その指導や支援について具体的に検討していま

す。生徒の状態が、一人ひとり異なることから個別に対応しています。

・障害者手帳取得による就労の指導

・指導・支援については、文部科学省より具体的な方向性が示されていない中で、県としての対

応を今後十分に検討していく必要がある。

・施設設備のほか教職員の指導・配慮、生徒の手助け等により現時点ではほぼ対応できており、

支援介助員の配置に対する要望が思いのほか少ない。

・教員の肢体不自由に関する理解

・研修の必要性

・まずは、実態把握が必要である。

・高等学校は就学奨励費の対象となっていないため、通学に係る費用の支援が限られてしまう。

＜その他＞

＜合理的配慮の充実＞

＜学校施設のバリアフリー化の推進＞

＜支援員の人材確保・予算＞

＜情報の引継ぎ・共有＞

＜入学試験合格後の対応・整備による遅れ＞
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の 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 が 高 等 学 校 に 在 籍 し て い る こ と が 推

察 さ れ る 。平 成 2 7 年 度 高 校 入 学 者 選 抜 に お い て も 、半 数 の 自 治

体 で 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 対 し て 入 学 試 験 に お け る 物 理

的 ・ 人 的 な 環 境 整 備 、 配 慮 が 行 わ れ て お り 、 今 後 も 入 学 者 数 の

増 加 が 予 想 さ れ る 。 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 関 す る 高 等 学 校

に お け る 特 別 支 援 教 育 を 推 進 す る た め に は 、 各 自 治 体 で の 実

態 把 握 が ま ず は 必 要 で あ る 。バ リ ア フ リ ー 設 備 の 整 備 で は 、多

く の 教 育 委 員 会 で 取 り 組 ま れ て い る が 、学 校 数 で み る と 、公 立

校 で の 整 備 率 は 、 障 害 者 用 ト イ レ 、 ス ロ ー プ が ４ 割 程 度 、 エ レ

ベ ー タ ー に つ い て は 1 割 強 で あ る 現 状 が 明 ら か と な り 、 今 後 の

さ ら な る 体 制 整 備 が 求 め ら れ る 。さ ら に 、バ リ ア フ リ ー 設 備 の

整 備 を 予 定 し て い な い 教 育 委 員 会 に つ い て は 、 現 在 利 用 し て

い る 障 害 の あ る 生 徒 に 支 障 が な い た め 取 り 組 む 予 定 が な い と

い う 意 見 が 多 く み ら れ た 。教 育 委 員 会 は 、事 前 に い つ で も 対 応

で き る よ う に 設 備 を 整 え て お く の で は な く 、 肢 体 不 自 由 の あ

る 生 徒 の 入 学 に よ り ニ ー ズ が 生 じ た 際 に 整 備 を 行 う 様 子 が 伺

え た 。一 方 で 、バ リ ア フ リ ー 設 備 の 設 置 に 際 し て 施 設 の 改 修 な

ど を 要 す る 場 合 、 少 な く と も ２ 年 間 の 準 備 期 間 が 必 要 で あ り 、

入 学 前 中 学 ３ 年 生 に な っ て か ら の 情 報 提 供 で は 間 に 合 わ な い

た め 、 早 期 か ら の 情 報 収 集 を 課 題 と し て 挙 げ る 自 治 体 も み ら

れ た 。 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 が バ リ ア フ リ ー 設 備 の 整 備 が 整

っ て い な い 学 校 に 進 学 を 希 望 し た 際 、 高 等 学 校 入 学 者 選 抜 の

判 定 後 に そ れ ら の 対 応 を 行 う の で は 明 ら か に 間 に 合 わ ず に 、

特 に 入 学 初 年 度 に は 不 自 由 な 思 い を し て 高 校 生 活 を 送 っ て い

る こ と が 予 想 さ れ る 。 例 え ば 、 神 奈 川 県 で は 、「 県 立 高 校 ・ 中

等 教 育 学 校 の エ レ ベ ー タ ー ・ ス ロ ー プ ・ 車 椅 子 用 洋 式 ト イ レ 設

置 状 況 」 と し て 高 等 学 校 の バ リ ア フ リ ー 状 況 が ホ ー ム ペ ー ジ

上 に 公 開 さ れ て い る 。こ の よ う な 手 立 て は 、当 事 者 側 の 進 路 選

択 の 際 に 有 益 な 情 報 と な る た め 、 他 の 自 治 体 で も 同 様 に 実 施

さ れ る こ と が 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 す べ て の 学 校 に お い て

施 設 ・ 設 備 面 の バ リ ア フ リ ー 化 が 実 現 す る こ と が 理 想 で は あ

る が 、 各 自 治 体 に よ り 財 政 面 も 異 な る た め 実 際 に は 困 難 で あ

る た め 、着 実 な 環 境 整 備 を 進 め る と と も に 、学 校 選 択 の 際 に 当

事 者 側 が 参 考 に で き る 各 校 の バ リ ア フ リ ー に 関 す る 情 報 を 提
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供 し て い く 仕 組 み づ く り も 求 め ら れ る 。そ し て 、教 員 の 研 修 に

つ い て は 、 研 修 内 容 で 特 別 支 援 教 育 や 発 達 障 害 に つ い て の 基

礎 的 な 知 識 に 関 す る も の が 多 く 、 肢 体 不 自 由 に 関 連 し た 内 容

は そ れ ら の 約 半 分 で あ っ た 。 高 等 学 校 に 在 籍 し て い た 肢 体 不

自 由 の あ る 生 徒 の 事 例 に つ い て 検 討 す る 研 修 は ほ と ん ど な く 、

実 際 に 肢 体 不 自 由 児 が 高 等 学 校 に 進 学 し た 事 例 が 学 校 間 で 共

有 ・ 蓄 積 さ れ る こ と な く 生 徒 本 人 と そ の 保 護 者 、そ れ に 携 わ っ

た 高 等 学 校 関 係 者 の 中 だ け の 事 例 と し て 完 結 し て し ま っ て お

り 、他 の 肢 体 不 自 由 生 徒 の 高 校 進 学 ・ 学 校 生 活 の た め に 十 分 に

生 か さ れ て い な い こ と が 示 唆 さ れ た 。さ ら に 、肢 体 不 自 由 の あ

る 生 徒 に 対 し て 2 0 0 名 近 く の 特 別 支 援 教 育 支 援 員 は 配 置 さ れ

て い る が 、 そ の 7 割 近 く が 専 門 性 を 問 わ ず 、 特 別 な 資 格 を 有 し

て い な い も の が 担 当 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、特

別 支 援 教 育 支 援 員 に つ い て は 、 募 集 を し て も 応 募 者 が な い こ

と や 予 算 不 足 の た め 適 切 な 人 材 確 保 で き な い 事 を 課 題 と し て

挙 げ る 自 治 体 が み ら れ た 。一 方 で 、特 別 支 援 教 育 支 援 員 配 置 の

ニ ー ズ は な く 現 場 の 教 員 で 対 応 で き て い る と い う 意 見 も み ら

れ 、 自 治 体 に よ る 課 題 や ニ ー ズ の 地 域 差 も あ る こ と が 明 ら か

と な っ た 。  2 0 1 5 年 の 文 部 科 学 省 の 高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援

教 育 の 推 進 に 関 す る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 に よ る 「 高 等 学 校 に

お け る 特 別 支 援 教 育 の 現 状 と 課 題 に つ い て 」の 報 告 で は 、平 成

2 7 年 度 高 等 学 校 で は 5 4 2 名 の 特 別 支 援 教 育 支 援 員 が 配 置 さ れ

て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 。こ の デ ー タ か ら 推 察 す る と 、高

等 学 校 に 配 置 さ れ て い る 特 別 支 援 教 育 支 援 員 の お よ そ ３ ～ ４

割 程 度 が 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の た め に 活 用 さ れ て い る こ と

が 考 え ら れ る 。荒 川 ら ( 2 0 0 9 ) は 、 茨 城 県 内 の 特 別 支 援 教 育 支 援

員 に つ い て の 施 策 に 関 わ る 問 題 点 、課 題 に つ い て 調 査 し 、支 援

員 の 職 務 内 容 や 職 務 条 件 に つ い て の 基 準 が 明 確 で は な く 、 仕

事 内 容 に つ い て の 検 討 は 、 ほ と ん ど 一 か ら 手 が け な け れ ば な

ら な い こ と 、国 の 制 度 と し て 支 援 員 の 配 置 や 資 格 ・ 役 割 に つ い

て の 法 的 基 準 を 定 め て い く こ と も 大 き な 課 題 で あ る こ と を 指

摘 し て い る 。 ま た 、 吉 原 ら ( 2 0 1 0 ) は 、 特 別 支 援 教 育 支 援 員 養 成

講 座 を 実 施 し て い る 自 治 体 も あ る が 、 必 ず し も 行 政 と 教 育 現

場 が 連 携 し て い る わ け で は な い こ と を 指 摘 し 、 今 後 は 支 援 員
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の 養 成 を 組 織 的 に 行 っ て い く こ と が 必 要 で あ る と 述 べ て い る 。

こ の よ う な 採 用 基 準 、仕 事 内 容 等 も 曖 昧 な 状 況 で 、高 等 学 校 に

お い て 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 対 し て 特 別 支 援 教 育 支 援 員 が

十 分 に 活 用 さ れ て い る の か 今 後 実 態 を 調 査 し て い く 必 要 が あ

る と い え る だ ろ う 。  

定 時 制 ・ 通 信 制 課 程 の あ る 高 等 学 校 で の 肢 体 不 自 由 の あ る

生 徒 へ の 進 学 ・ 学 校 生 活 に お け る 支 援 や 対 応 は 、十 分 に 行 わ れ

て い な い こ と が 示 さ れ て い た 。 在 籍 者 数 が 少 な く ニ ー ズ が 少

な い 可 能 性 も 考 え ら れ る が 、 当 事 者 が 希 望 す る 場 で 教 育 が 受

け ら れ る よ う に 、あ ら ゆ る 課 程 で の 体 制 整 備 が 求 め ら れ る 。ま

た 、 本 調 査 で は 、「 私 立 の 高 等 学 校 に つ い て は 十 分 に 把 握 し て

い な い 」と 調 査 用 紙 に 記 入 し て い た 教 育 委 員 会 も 多 く 、全 体 的

に 私 立 の 高 等 学 校 に お け る 肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 の 在 籍 状 況

や 体 制 整 備 に つ い て 、 そ の 実 態 を 十 分 に 明 ら か に す る こ と が

で き な か っ た 。 内 野 ら （ 2 0 0 8 ） で は 、  高 校 で の 特 別 支 援 教 育

に 関 す る 私 学 主 管 課 で は 、組 織 横 断 的 な 検 討 、施 策 の 具 体 化 が

必 要 で あ り 、教 育 委 員 会 と の 連 携 に よ る 研 修 の 機 会 、情 報 提 供

必 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。本 調 査 結 果 か ら も 、教 員 研 修

や 巡 回 相 談 、 特 別 支 援 学 校 の セ ン タ ー 的 機 能 の 活 用 の い ず れ

の 取 組 に お い て も 、 私 立 の 高 等 学 校 を 対 象 と し て い る 教 育 委

員 会 が 半 数 以 下 で あ り 、 実 態 把 握 を 含 め た 私 立 高 等 学 校 と 教

育 委 員 会 と の 連 携 が 今 後 ま す ま す 求 め ら れ る 。  

 

付 記  

本 研 究 は 平 成 2 7 年 度 笹 川 科 学 研 究 助 成 を 受 け て 実 施 し た 研 究

の 一 部 で あ る 。  
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省 ， 2 0 0 8 年 3 月 2 4 日 ， h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h

w / s h i n t a i / 0 6 / （ 2 0 1 6 年 １ 月 2 0 日 閲 覧 ）．   

・ 神 奈 川 県 （ 2 0 1 5 ） 県 立 高 校 ・ 中 等 教 育 学 校 の エ レ ベ ー タ ー ・

ス ロ ー プ ・ 車 椅 子 用 洋 式 ト イ レ 設 置 状 況 ． 神 奈 川 県 , 2 0 1 5 年 1 1

月 4 日 ， h t t p : / / w w w . p r e f . k a n a g a w a . j p / u p l o a d e d / l i f e / 9 7 5 4 1 6 _

3 1 3 6 7 8 9 _ m i s c . p d f （ 2 0 1 6 年 3 月 2 8 日 閲 覧 ）．  

・ 日 本 学 生 支 援 機 構 （ 2 0 1 5 ） 平 成 2 6  年 度 （ 2 0 1 4  年 度 ） 大 学 、

短 期 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 に お け る 障 害 の あ る 学 生 の 修 学 支

援 に 関 す る 実 態 調 査 結 果 報 告 書 ． 日 本 学 生 支 援 機 構 ， 2 0 1 5 年 3

月 2 7 日 ， h t t p : / / w w w . j a s s o . g o . j p / g a k u s e i / t o k u b e t s u _ s h i e n / c

h o s a _ k e n k y u / c h o s a / _ _ i c s F i l e s / a f i e l d f i l e / 2 0 1 5 / 1 1 / 0 9 / 2 0 1 4 h o

u k o k u . p d f （ 2 0 1 6 年 3 月 2 8 日 閲 覧 ）．  

・ 笹 森 洋 樹（ 2 0 1 4 ）高 等 学 校 に お け る 発 達 障 害 等 の 特 別 な 支 援

を 必 要 と す る 生 徒 へ の 指 導 ・ 支 援 に 関 す る 研 究 － 授 業 を 中 心

と し た 指 導 ・ 支 援 の 在 り 方 － ．独 立 行 政 法 人 国 立 特 別 支 援 教 育

総 合 研 究 所 ， 2 0 1 4 年 3 月 ， h t t p : / / w w w . n i s e . g o . j p / c m s / r e s o u r c

e s / c o n t e n t / 9 7 1 9 / s e i k a 4 . p d f （ 2 0 1 5 年 1 1 月 2 日 閲 覧 ）．  

・ 白 石 淳（ 2 0 0 3 ）身 体 障 害 の あ る 生 徒 の 後 期 中 等 教 育 学 校 へ の

入 学 に 関 す る 調 査 研 究  :  両 下 肢 機 能 障 害 の あ る 生 徒 の 学 校 生

活 と 高 校 へ の 入 学 を 困 難 と す る 問 題 に つ い て ． 北 方 圏 生 活 福

祉 研 究 所 年 報  9 ,  7 - 2 1 ．  

・ 下 中 村 武 ・ 古 田 弘 子 （ 2 0 1 4 ） 高 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 実 践

に 関 す る 文 献 的 考 察 ． 熊 本 大 学 教 育 学 部 紀 要 ， 6 3 ， 1 6 7 - 1 7 4 ． 

・ 下 山  真 衣  ,  岡 田  信 吾  ,  石 山  貴 章 （ 2 0 1 1 ）「 日 本 特 殊 教 育

学 会 大 会 に お け る 肢 体 不 自 由 児 者 へ の 心 理 的 ・ 教 育 的 支 援 に

関 す る 研 究 発 表 の 動 向 」 , 就 実 論 叢  - ( 4 1 )  ( - ) ,  1 4 9 - 1 6 0 ．  

・ 松 浦 孝 明 ・ 城 戸 宏 則 ・ 田 丸 秋 穂 （ 2 0 0 8 ） 高 等 学 校 に 在 籍 す る

肢 体 不 自 由 の あ る 生 徒 に 対 す る 学 習 支 援 ． 筑 波 大 学 特 別 支 援

教 育 研 究 ， 3 ， 1 3 - 1 8 ．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 0 5 ）特 別 支 援 教 育 を 推 進 す る た め の 制 度 の 在

り 方 に つ い て （ 答 申 ）． 文 部 科 学 省 ， 2 0 0 5 年 1 2 月 8 日 ， h t t p : / / w
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w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / s h i n g i / c h u k y o / c h u k y o 0 / t o u s h i n / 0 5 1

2 0 8 0 1 . h t m （ 2 0 1 6 年 １ 月 2 0 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 0 6 ）特 別 支 援 教 育 の 推 進 の た め の 学 校 教 育 法

等 の 一 部 改 正 に つ い て （ 通 知 ） 文 部 科 学 省 ， 2 0 0 6 年 7 月 1 8 日 ，

h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / h a k u s h o / n c / 0 6 0 7 2 1 0 8 . h t m ．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 0 7 ）高 等 学 校 に お け る 発 達 障 害 支 援 モ デ ル 事

業 ． 文 部 科 学 省 ， 2 0 0 9 年 1 0 月 2 1 日 ， h t t p : / / w a r p . d a . n d l . g o . j p

/ i n f o : n d l j p / p i d / 2 8 6 1 8 4 / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / h o u d o u / 1 9 /

0 6 / 0 7 0 6 0 6 0 8 / 0 0 4 . h t m （ 2 0 1 6 年 ２ 月 １ 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 0 9 ）高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に

つ い て ～ 高 等 学 校 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ 報 告 ～ ．文 部 科 学 省 ，

2 0 0 9 年 8 月 2 7 日 ， h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / s h i n g i / c h o u

s a / s h o t o u / 0 5 4 / s h i r y o / _ _ i c s F i l e s / a f i e l d f i l e / 2 0 0 9 / 1 1 / 0 5 / 1 2 8 3

6 7 5 _ 3 . p d f （ 2 0 1 6 年 3 月 2 8 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 1 1 ）肢 体 不 自 由 に 関 す る 学 校 に お け る 配 慮 事

項 に つ い て ． 文 部 科 学 省 ， 2 9 1 1 年 9 月 ， h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j

p / b _ m e n u / s h i n g i / c h u k y o / c h u k y o 3 / 0 4 6 / s i r y o / a t t a c h / 1 3 1 1 1 7 0 .

h t m （ 2 0 1 5 年 1 0 月 2 9 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 1 4 ）初 等 中 等 教 育 分 科 会 高 等 学 校 教 育 部 会 審

議 ま と め ～ 高 校 教 育 の 質 の 確 保 ・ 向 上 に 向 け て ～ ．文 部 科 学 省 ，

2 0 1 4 年 7 月 ,  h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u / s h i n g i / c h u k y o / c

h u k y o 3 / 0 4 7 / h o u k o k u / 1 3 4 9 7 3 7 . h t m （ 2 0 1 6 年 １ 月 2 0 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 1 5 ）高 等 学 校 に お け る 特 別 支 援 教 育 の 現 状 と

課 題 に つ い て ． 文 部 科 学 省 ， 2 0 1 5 年 1 1 月 ， h t t p : / / w w w . m e x t . g

o . j p / c o m p o n e n t / b _ m e n u / g y o u j i / _ _ i c s F i l e s / a f i e l d f i l e / 2 0 1 5 / 1

1 / 2 0 / 1 3 6 4 6 9 7 _ 0 4 _ 1 . p d f （ 2 0 1 6 年 4 月 2 8 日 閲 覧 ）．  

・ 文 部 科 学 省（ 2 0 1 5 ）平 成 2 6 年 度 特 別 支 援 教 育 体 制 整 備 状 況 調

査 結 果 に つ い て ． 文 部 科 学 省 ， 2 0 1 5 年 3 月 ，

h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / t o k u b e t u / m a t e r i a l / 1

3 5 6 2 1 1 . h t m （ 2 0 1 6 年 ２ 月 １ 日 閲 覧 ）．  

・ 吉 原  真 寿 美 ・ 都 築  繁 幸 （ 2 0 1 0 ） 小 学 校 の 特 別 支 援 教 育 支 援

員 の 在 り 方 に 関 す る 事 例 的 考 察 ．愛 知 教 育 大 学 研 究 報 告 ，教 育

科 学 編  5 9 ， 2 1 - 2 8 ．  


